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中間業績予想の修正に関するお知らせ 
 
平成１９年３月期中間（平成１８年４月 1 日～平成１８年９月３０日）及び平成１９年３月期

（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）の業績予想につきまして、平成１８年５月１５

日付当社「平成１８年３月期決算短信（連結）」及び「平成１８年３月期個別財務諸表の概要」

にて公表いたしました業績予想を下記の通り修正いたします。 
 

記 
 
１．平成１９年３月期中間業績予想の修正 
（１）連結中間業績予想（平成１８年４月１日～平成１８年９月３０日） 

（単位：百万円、％） 
 売上高 経常利益 当期純利益 
 前回発表予想 （Ａ） ２１,６５０ ７０５ ３７５

 今回修正予想 （Ｂ） ２２,０８３ ９６０ △３９

 増 減 額（Ｂ－Ａ） ４３３ ２５５ △４１４

 増 減 率 ２.０％ ３６.３％ －

前期（平成１８年３月期中間）実績 １９,７１０ ６２３ ２５９

（注）△は、損失を表します。 
 

（２）個別中間業績予想（平成１８年４月１日～平成１８年９月３０日） 
（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
 前回発表予想 （Ａ） ２１,５８５ ７１５ ３８５

 今回修正予想 （Ｂ） ２２,０２４ ９６０ △３６

 増 減 額（Ｂ－Ａ） ４３９ ２４５ △４２１

 増 減 率 ２.０％ ３４.３％ －

前期（平成１８年３月期中間）実績 １９,７０１ ６３６ ２７２

（注）△は、損失を表します。 
 
２．平成１９年３月期通期業績予想の修正 
（１）連結通期業績予想（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） 

（単位：百万円、％） 
 売上高 経常利益 当期純利益 
 前回発表予想 （Ａ） ４３,６３０ １,６３０ ８７０

 今回修正予想 （Ｂ） ４４,０００ １,８８６ ９８６

 増 減 額（Ｂ－Ａ） ３７０ ２５６ １１６

 増 減 率 ０.８％ １５.７％ １３.３％

前期（平成１８年３月期）実績 ４１,４３９ １,５６７ ７３３



（２）個別通期業績予想（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） 
（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
 前回発表予想 （Ａ） ４３,５００ １,６５０ ８９１

 今回修正予想 （Ｂ） ４３,９４０ １,８９５ ９９７

 増 減 額（Ｂ－Ａ） ４４０ ２４５ １０６

 増 減 率 １.０％ １４.８％ １１.９％

前期（平成１８年３月期）実績 ４１,３９８ １,６２９ ７９５

 
３．平成１９年３月期中間業績（連結）予想の修正理由 

売上高につきましては、主力顧客である電気機器・電子部品・産業機械業界において、生

産増や設備投資が活発となり、好調に推移いたしました。また、建設業界におきましても、

リニューアルや新築・増築等の受注獲得により、好調に推移した結果、前回発表予想に対し

４億３３百万円増となりました。なお、前年比較においては２３億７３百万円の増収（前期

比１２.０％増）となる見込みであります。 
経常利益につきましては、売上高と利益率の向上、並びにローコストオペレーションの実施

に努めた結果、前回発表予想に対し２億５５百万円増となりました。なお、前年比較において

は３億３６百万円の増益（前期比５４.０％増）となる見込みであります。 
当期中間純損失につきましては、本日発表の「減損損失の計上に関するお知らせ」のとおり、

固定資産の減損損失として１０億５４百万円を計上したことにより、前回発表予想に対し４億

１４百万円減となりました。なお、前年比較においては２億９９百万円の減益となる見込みで

あります。 
 

４．平成１９年３月期中間業績（個別）予想の修正理由 
売上高につきましては、前回発表予想に対し４億３９百万円増となりました。なお、前年比

較においては２３億２３百万円の増収（前期比１１.８％増）となる見込みであります。 
経常利益につきましては、前回発表予想に対し２億４５百万円増となりました。なお、前年

比較においては３億２３百万円の増益（前期比５０.９％増）となる見込みであります。 
当期中間純損失につきましては、前回発表予想に対し４億２１百万円減となりました。なお、

前年比較においては３億９百万円の減益となる見込みであります。 
事由につきましては、連結と同じ要因によるものであります。 

 
５．平成１９年３月期通期業績予想の修正理由 
  当下期につきましては、市場環境等を勘案し、期初計画をベースにしております。また、平

成１８年９月２５日発表の「固定資産の譲渡に関するお知らせ（追加開示）」のとおり、固定

資産の譲渡に伴う特別利益が見込まれます。 
以上の結果、連結及び個別の通期業績予想は、当中間期の見込みを踏まえたうえでの収益予

想としております。 
 
※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
以 上 


